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2. Watershed 法による pit pattern の抽出 
 Pit とは大腸管腔内への腺管の開口部を腺口のこ
とを指し，その腺口形態（pit pattern）は I～V 型に
分類されている[1]．この分類と組織診断による大腸
癌の進行度合いとの対応が検討されている．本研究






の 後， 色エ ッ ジ の 抽出さ れ た 画像に 対し て
watershed 法を適用して画像の領域分割を行う[2]．
その際，隣接領域との色差が一定以下であれば領域
統合を行い過分割を防ぐ．図 1 に示す画像から pit
を抽出した結果を図2に示す．図1(a)，(b)はIIIL型，








200 以上の面積を持つ領域を見ると，IV 型は IIIL
型よりも主軸長が長いものが多い．分類として IV 型
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(a) IIIL       (b)IIIL        (c)IV 
図 1：対象画像(サイズ：250×220pixel) 
 
    
(a) IIIL       (b)IIIL        (c)IV 





























0 100 200 300 400 500
面積
主
軸
長
  
(c) IV 
図3：算出した特徴量 
